
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ３ 年 ５ 月 １ ４ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 聖 歌 5 0 5 「 恵 み あ る 主 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖歌 418「あ なたの罪あやまちは」 一 同

教 会 学 校 「 モ ー セ 物 語 」 牧 師

讃 美 聖 歌 5 3 8 「 た だ 主 を 」 一 同

聖 書 朗 読 エゼキエル47:1-6

奨 励 エゼキエル書の福音(第17回)最終回 牧 師

主 題 「命の水が潤す地」

讃 美 聖 歌 1 5 1 「 妙 な る い の ち の 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 聖 歌 2 6 6 「 主 よ 共 に ま し て 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 使 徒 行 伝 4:1-12
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
５ /14(日 )聖 日 礼 拝

/15(月 )
/16(火 )
/17(水 )10- 12:OBS ｸ ﾗｽ
/ 18(木 )10:00聖 研
/19(金 )
/20(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 が 救 わ れ ま す よ う に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち も 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 私 は 何 者 か 」
（ディートリッヒ・ボンヘッファ著「抵抗と信従」より）

私は一体何者か。悠然として、晴れやかに、しっかりした足取りで、 領主が自分の

館から出て来るように、獄房から私が出てくると人は言うのだが。

私は一体何者か。自由に、親しげに、はっきりと、命令をしているのが私の方で

あるように、看守たちが私と話をしていると人は言うのだが。

私は一体何者か。平然と、ほほえみを浮かべて、誇らしげに、勝利 にいつも慣

れているように、不幸の日々を私が耐えていると人は言うのだが。

私は本当に人が言うような者であろうか。それとも、ただ私自身が 知っている

者にすぎないのか。籠の中の鳥のように、落ち着きを失い、憧れて病み、のどを

締められた時のように、息をしようともがき、色彩や花や鳥の声に飢え、やさし

い言葉、人間的な親しさに恋 い焦がれ、恣意や些細な侮辱にも怒りに身を震

わせ、大事件への期待に追い回され、はるか彼方の友を思い煩っては気落ちし、

祈り、 考え、活動することに疲れて茫然とし、意気阻喪しつつ、あらゆるものに別
れを告げる用意をする。

私は一体何者なのか。前者であろうか、後者であろうか。今日はある人間で、明
日はまた別の人間であろうか。どちらも同時に私なのであろうか。人の前では

偽善者で、自分自身の前では軽蔑せずにはおられない泣き言を言う弱虫であ
ろうか。あるいは、なお私の中にあるものは、既に勝敗の決した戦いから、算を

乱して退却する敗残の軍隊と同じなのか。

私は一体何者なのか。この孤独な問いが私をあざ笑う。私が何者であるにせよ、

ああ神よ、あなたは私を知り給う。私はあなたのものである。


